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山
形
県

労
連
は
三

月
十
四
日

吉
村
美
栄

子
山
形
県

知
事
に
対

し
、
最
低

賃
金
の
全

国
一
律
の

適
用
や
ラ

ン
ク
制
廃

国の少子化対策ふまえ

止
を
国
に
要
請
す
る
等
の
最
低

賃
金
に
関
す
る
施
策
を
さ
ら
に

前
進
さ
せ
る
こ
と
、
保
育
士
配

置
基
準
の
改
善
・
園
や
自
治
体

独
自
に
保
育
士
を
加
配
し
て
い

る
場
合
の
県
と
し
て
の
支
援
な

ど
、
一
〇
項
目
に
わ
た
る
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
保
育
士
配
置
・

加
配
に
つ
い
て
吉
村
知
事
は

「
国
が
掲
げ
る
『
異
次
元
の
少

子
化
対
策
』
を
踏
ま
え
県
と
し

吉
村
知
事
回
答

福
保
労
組
合
員
と
県
労
連
に

て
必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
」

等
と
回
答
。
「
可
能
な
」
で
は

な
く
「
必
要
な
」
と
し
た
こ
と

は
重
要
で
す
。

　
福
祉
保
育
労
か
ら
四
人
（
た

ん
ぽ
ぽ
分
会
か
ら
は
三
人
）
が

参
加
。
市
販
の
「
三
人
お
ん
ぶ

だ
っ
こ
紐
」
（
子
ど
も
一
人
を

お
ん
ぶ
し
二
人
を
両
脇
に
抱
え

る
も
の
）
を
保
育
園
の
避
難
訓

練
で
試
用
し
た
が
重
く
て
立
ち

上
が
れ
ず
、
準
備
過
程
で
子
ど

も
が
泣
い
て
使
え
な
か
っ
た
こ

と
も
示
し
、
ゼ
ロ
歳
児
で
は
現

行
の
国
の
配
置
基
準
（
子
ど
も

三
人
に
保
育
士
一
人
）
を
二:

一
に
改
め
る
こ
と
が
「
命
を
守

れ
る
最
低
ラ
イ
ン
」
と
強
く
訴

え
ま
し
た
。
朝
保
護
者
と
の
別

れ
を
嫌
が
る
子
ど
も
へ
の
対
応

と
、
「
縄
跳
び
飛
べ
た
よ
！
」

「
積
木
で
〇
〇
作
っ
た
よ
！
」

等
先
に
登
園
し
た
子
ど
も
の
ア

ピ
ー
ル
（
適
切
に
対
応
す
れ
ば

発
達
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
）
が

同
時
進
行
す
る
中
、
十
分
な
保

育
士
配
置
が
必
要
な
こ
と
や
、

必
要
を
満
た
そ
う
と
園
が
自
腹

を
切
っ
て
国
基
準
を
超
え
る
配

置
を
し
て
い
る
分
賃
金
が
上
げ

ら
れ
ず
に
い
る
現
状
も
指
摘
。

対
応
し
た
吉
村
知
事
は
、
自
身

　
十
二
月
二
十
日
に
は
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
佐
藤
孝
弘
山
形

市
長
に
要
請
。
市
長
は
懇
談
中

「
配
置
基
準
が
根
幹
の
問
題
」

と
言
及
し
、
保
育
士
配
置
基
準

改
善
の
要
請
に
理
解
を
示
し
ま

し
た
。
前
年
度
佐
藤
市
長
は
同

様
の
要
請
に
、
国
の
政
策
等
に

よ
り
経
済
効
果
が
出
る
な
ど

「
ベ
ー
ス
が
あ
っ
て
配
置
基
準

の
見
直
し
も
で
き
る
」
「
卵
が

先
か
鶏
が
先
か
難
し
い
」
「
あ

る
部
分
が
充
実
し
片
方
が
足
り

な
い
で
は
い
け
な
い
」
等
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。
全
国
の
保
育

園
で
相
次
ぐ
痛
ま
し
い
事
故
や

事
件
を
背
景
に
「
子
ど
も
た
ち

に
も
う
一
人
保
育
士
を
」
の
世

論
が
高
ま
り
、
福
祉
保
育
労
や

県
労
連
、
全
国
の
関
係
者
が
粘

り
強
く
運
動
を
継
続
し
た
こ
と

で
、
対
応
が
前
進
し
て
い
ま
す
。

の
三
歳
の
孫
の
話
も
引

用
し
「
大
変
な
中
で
お

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」
と
訴
え
に

共
感
を
示
し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
の
関
徹
、

渡
辺
ゆ
り
子
両
県
議
が

同
席
し
ま
し
た
。

　
山
形
市
内
三
十
二
の
民
間
認

可
保
育
園
は
大
半
、
国
基
準
を

超
え
る
独
自
配
置
を
し
て
い
ま

す
（
同
市
監
査
資
料
／
日
本
共

産
党
山
形
県
議
団
事
務
局
和
泉

圭
造
氏
に
よ
る
情
報
公
開
請
求

で
判
明
）
。
ま
た
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
新
庄
市
要
請
で
同
市
は
、

民
間
園
で
対
応
が
難
し
い
「
配

慮
が
必
要
な
子
ど
も
」
を
市
営

二
園
で
受
け
入
れ
、
同
二
園
に

市
独
自
に
保
育
士
を
上
積
み
配

置
し
て
い
て
、
全
体
で
国
基
準

の
倍
以
上
の
配
置
に
な
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
配
置
を
増
や
し
て

い
る
旨
回
答
し
て
い
ま
す
。
県

労
連
は
三
月
一
四
日
の
知
事
要

請
で
、
県
は
民
間
園
や
自
治
体

の
上
積
み
配
置
の
実
態
と
そ
の

理
由
を
把
握
し
「
必
要
な
支
援
」

の
内
容
を
検
討
す
べ
き
だ
と
要

求
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
裏
面
へ
続
く
）

「配
置
基
準
が
根
幹
の
問
題
」

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
二
〇
二
二
、
佐
藤
山
形
市
長
言
及　　　　　　　　　　0歳　1歳　2歳　3歳　 4,5歳

国の配置基準  3:1　 6:1　 6:1　 20:1　 30:1

福保労要求     2:1　 4:1　 5:1　 10:1　 15:1

市販のおんぶだっこ紐等を見せながらゼロ歳児では２:１配置
が必要だと吉村知事（左）に説明する福保労組合員（右）

吉村知事（左）に要請書を手渡す
荻原議長（左から２人目）
(右から）関、渡辺両県議も同席

愛知『子どもたちにもう1人保育士を！実行委員会』パン
フレットより　知事要請で拡大パネルにして示しました

佐藤山形市長（左）に要請書を手渡す、（左２人
目から）荻原議長、東海林山形地域労連議長
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地
域
労
連
と
県
労
連
が
力
を
合

わ
せ
実
施
し
た
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
二
〇
二
二
。
十
二
月
ま
で

に
合
計
二
四
の
市
町
村
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
二
〇
二
二
年
度
か
ら
小
中
学

校
で
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化

に
踏
み
切
っ
た
の
は
寒
河
江
市
、

西
川
町
、
鮭
川
村
。
そ
の
継
続

や
全
市
町
村
へ
の
拡
大
を
求
め

ま
し
た
。
寒
河
江
市
は
「
社
会

全
体
で
支
え
る
べ
き
問
題
」
と

の
見
解
。
「
食
育
は
保
護
者
の

役
割
な
の
で
は
？
」
と
消
極
的

な
コ
メ
ン
ト
も
す
る
東
根
市
で

も
小
中
学
校
全
員
が
一
部
無
償

化
さ
れ
て
お
り
、
運
動
で
徐
々

に
前
進
し
て
い
る
状
況
で
す
。

二
〇
二
三
年
度
か
ら

新
た
に
河
北
町
、
中

山
町
、
山
辺
町
、
朝

日
町
、
大
江
町
、
庄

内
町
で
小
中
完
全
無

償
化
と
な
り
ま
し
た

（
庄
内
町
は
半
年
間

限
定
／
全
山
形
教
職

員
組
合
調
べ
三
月
現
在
）
。
地

元
農
産
物
活
用
と
結
合
す
れ
ば

農
政
・
地
域
経
済
対
策
と
し
て

も
有
効
で
あ
り
、
安
全
・
安
心

の
材
料
確
保
に
も
つ
な
げ
や
す

い
と
合
わ
せ
て
訴
え
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ス
担
任
が
欠
員
に
な
る

ほ
ど
深
刻
な
教
員
不
足
の
解
決

も
要
求
。
背
景
に
国
の
教
育
予

算
の
不
足
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
国
や
県
へ
の
働
き
か
け
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
へ
の
賛
同
な
ど
最
低
賃

金
に
関
わ
る
も
の
、
公
務
員
の

増
員
や
処
遇
改
善
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
雇
用
安
定
や
処
遇

改
善
、
年
金
の
改
善
や
公
共
交

通
の
拡
充
等
高
齢
者
へ
の
支
援
、

家
族
農
業
支
援
を
は
じ
め
と
す

　
九
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
や
ま

が
た
県
民
の
会
は
二
月
二

四
日
、
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
西
口

前
で
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
一
年

大
軍
拡
・
憲
法
改
悪
に
反

対
す
る
二
．
二
四
県
都
集

会
」
を
開
き
一
二
〇
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
高
木
紘
一
共
同
代
表
は

「
戦
争
は
始
め
た
ら
終
わ

ら
せ
る
の
が
難
し
く
、
始

め
て
は
い
け
な
い
」
「
自

衛
の
名
に
よ
る
侵
略
は
戦

争
の
免
罪
符
」
「
抑
止
力

論
は
無
力
、
相
手
を
信
頼

し
合
う
外
交
が
必
要
」
の

る
農
政
、
森
林
政
策
、
豪
雨
な

ど
災
害
対
策
や
自
治
体
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
化
技
術
活
用
や
個
人

情
報
保
護
に
つ
い
て
の
留
意
点

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
要
求
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
一
月
二
八
日
、

山
形
テ
ル
サ
（
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
）

で
、
山
形
県
労
連

第
四
一
回
評
議
員

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
荻
原
圭
子
議
長

が
あ
い
さ
つ
を
行

い
ま
し
た
。
佐
藤

完
治
事
務
局
長
が

県
二
〇
二
三
年
国

民
春
闘
方
針
（
一

二
月
一
〇
日
の
県

二
〇
二
三
年
国
民

春
闘
共
闘
委
員
会

発
足
総
会
で
採
択

さ
れ
た
も
の
）
の
補
強
案
を
提

案
。
北
村
山
地
域
の
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、

同
地
域
の
未
組
織
労
働
者
と
結

び
つ
き
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を

継
続
・
拡
大
し
た
い
思
い
の
共

有
に
加
え
、
「
振
り
返
り
の
会
」

（
一
月
二
二
日
実
施
）
で
は
子

育
て
支
援
な
ど
の
要
求
も
共
有

さ
れ
、
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を

通
じ
て
把
握
さ
れ
た
地
域
の
皆

さ
ん
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め

に
も
、
労
働
組
合
を
大
き
く
し

た
い
」
と
い
う
対
話
が
進
み
、

利
用
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
人
が
組

合
加
入
に
意
欲
を
示
し
た
こ
と

（
そ
の
後
実
際
に
加
入
）
が
報

告
さ
れ
、
県
内
各
地
域
に
こ
の

取
り
組
み
を
拡
げ
よ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
賃
上
げ
が
社
会

的
に
も
極
め
て
切
実
に
求
め
ら

れ
る
二
三
春
闘
で
、
ス
ト
ラ
イ

キ
が
打
て
る
よ
う
一
歩
で
も
前

進
す
る
こ
と
な
ど
、
労
働
組
合

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
具
体

的
課
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

松
木
静
雄
副
議
長
が
八
月
以
降

四
か
月
間
の
決
算
状
況
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
「
労
働
相
談
で
助

言
し
単
組
を
結
成
し
た
運
送
業

者
。
団
交
前
進
の
た
め
そ
の
後

建
交
労
と
山
形
地
域
労
連
に
加

三
点
を
強
調
。
参
加
者
か
ら
は

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
を
記

し
た
安
保
三
文
書
を
国
会
に
諮

ら
ず
閣
議
決
定
し
、
国
民
に
大

軍
拡
・
大
増
税
を
押
し
付
け
る

岸
田
内
閣
は
打
倒
を
」
「
憲
法

九
条
に
基
づ
く
外
交
で
平
和
を
」

な
ど
発
言
し
ま
し
た
。

　
統
一
地
方
選
挙
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

山
形
県
労
連
は
組
合

員
の
候
補
者
・
政
党

選
択
を
権
利
と
し
て

保
障
し
つ
つ
、
選
挙

を
要
求
実
現
の
機
会

と
と
ら
え
、
積
極
的

な
情
報
交
換
と
議
論
、

棄
権
せ
ず
投
票
す
る

こ
と
を
呼
び
か
け
ま

す
。
三
月
三
一
日
に

告
示
さ
れ
た
前
半
の

県
議
会
議
員
選
挙
は

四
月
九
日
投
開
票
。

盟
し
た
」
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）
、

「
福
祉
職
員
増
員
署
名
の
集
約

数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
」

（
福
保
労
）
、
「
加
齢
性
難
聴

者
の
補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
が

運
動
に
よ
り
各
市
町
村
で
進
ん

で
い
る
」
（
年
金
者
組
合
）
と

い
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

二
三
春
闘
方
針
の
補
強
案
と
決

算
報
告
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

期
日
前
投
票
も
行
わ
れ
ま
す
。

最
低
賃
金
の
全
国
一
律
適
用
や

ラ
ン
ク
制
の
廃
止
を
国
に
求
め
、

労
働
者
の
正
社
員
化
に
向
け
た

施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た

吉
村
県
政
を
も
っ
と
前
に
進
め

る
た
め
、
候
補
者
の
公
約
や
主

張
を
よ
く
検
討
し
て
投
票
し
ま

し
ょ
う
。
大
軍
拡
・
大
増
税
を

や
め
憲
法
を
守
り
活
か
す
な
ど
、

国
政
課
題
の
前
進
へ
ど
ん
な
勢

力
が
前
進
す
べ
き
か
も
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
。
選
挙
で
、
私
た
ち

の
要
求
が
実
現
す
る
地
方
自
治

体
を
！

大軍拡・憲法改悪とめよう
ウクライナ侵略１年
「９条改憲NO!県民の会」が集会・デモ

第４１回評議員会を開催

吉村県政もっと前に！ 統
一
地
方
選
挙
で
要
求
が
実
現
で
き
る
自
治
体
へ

学校給食無償化の状況（３月現在）

川西町に要請書を手渡す小山置賜
労連議長代行（左）

集会に参加した人たち

あいさつする荻原議長
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